
-

平成２８年度

首都圏甲州市県人会
総会・懇統会

日時

場所

平成２８年９月１７日（土）午後５時～
アルカディア市ヶ谷



平成28 年度
首都圏甲州市県人会総会・懇親会

第 １ 部 総 会 （司会）

Ｉ 開会のことば・・・

Ｉ 会長あいさつ・・・

Ｉ 市長あいさつ・・・

・ 議　　 事

甲州市政策秘書課　武渾勝彦

顧　問　矢野義典　甲州市議会議長

中村忠正

甲州市長　田辺　篤

第１号議案

第２号議案

第３号議案

第４号議案

第５号議案

そ　の　他

Ｉ ご来賓祝辞

■ご来賓紹介

・ 祝電披露

Ｉ 閉会のことは・

役員構成について

平成27 ・ 28 年度事業報告

平成27 年度決算報告、監査報告

平成28 ・ 29 年度事業計画（案）

平成28 年度予算（案）

副会長　吉原和夫

｢休憩｣

第 ２ 部　 懇 親 会

●開会のことば・

●乾　杯　　　・

●歓　談

次第

副会長　深潭朝房

特別顧問　中込勝子　山梨県人連合会会長代行

●アトラクション

★ストリートシンガー　 沢登秀信

★サックス演奏　 萩原　 隆

★おやじバンド 「ＦＯＬＫ ＤＲＥＡＭＥＲＳ」ミ ニコンサード

●大　 合　 唱

●万歳三唱

●閉会のことば・ 副会長　保坂一久　甲州市観光協会会長

＊＊＊ロビーにて「甲州市名産品の展示・販売など」＊＊＊
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首都圏甲州市県人会設立趣意書

平成１７年１１月１日、未来への成長と発展を願い、旧塩山市と旧勝沼町、旧大和村の

合併により、この甲州市が誕生し本年で満１０年を迎えます。

これも偏に、市民の皆様をはじめ、本市にゆかりのある方々が、甲州市に愛着と誇りを

抱き、未来への財産として築いてこられた賜物だと感じております。

私たちの故郷、甲州市は、日本百名山の大菩薩嶺をはじめとする豊かな自然に包まれ、

その風土で育まれた、ぶどう、もも、さくらんぼ、ころ柿などの芳醇な果実は、日本有数

の「フルーツ王国」として、多くの皆様から愛されております。

また、県内にある国宝５点のうち３点を所蔵している本市は、武田信玄公の菩提寺であ

る恵林寺、ぶどう発祥伝説の大善寺、武田家終焉の地である景徳院、日本ワインのルーツ

である宮光園等の近代産業遺産など、県内随一の文化財が甲州市に今も息づいております。

さらに、日本の代表ともいえるワイン産業は、千年以上の歴史を持つ日本固有の品種で

ある甲州ぶどうから醸造されたワインブランド「ＫＯＳＨＵ」を先頭に、国内外から多大

な評価を頂いているところでございます。

しかしながら近年、多様化する住民ニーズのなか、甲州市には様々な分野での課題が山

積しております。

その状況下でありながらも、この１０年という節目を「新たなチャンス」と位置づけて、

甲州市は更なる成長と発展を目指して、「次の１０年」へと、皆様とともに力強く一歩を

踏み出して行きたいと思っております。

ついては、首都圏で活躍されている甲州市出身の方や本市にゆかりのある皆様方が本市

在住者と密に連携し、ふるさと甲州市への貢献と更なる発展のために、各種活動を展開し

ていくことを目的として、ここに首都圏甲州市県人会（甲州会）を設立することといたし

ます。

平成２７年７月１７日
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首都圏甲州市県人会会則

（名称）

第１条　　 本会は、「首都圏甲州市県人会」と称し、略称を 「甲州会」とする。

２　 事務局を甲州市役所政策秘書課に置く。

（会員）
第 ２ 条(

目 的)

第 ３ 条　

２

３

(事 業)

第 ４条

(役員)

(任期)

第６条

(業務)
第７条

本会は甲州市で生まれ育った者及び甲州市ゆかりの者並びに本会の目的に賛同
する個人及び法人を持って構成する。

本会は会員相互の親睦と融和を図り、地域への貢献と郷土の発展に寄与するこ
とを目的とする。

県人会として新しい魅力を生み、よき人が集いよき活動を展開していく。
自らやりがいと情熱を持ち、甲州市及び山梨県の発展を念頭においた活動を展
開していく。

本会は次の事業を行う。
（１）　総会

（２）　理事会
（３）　研修会、親睦旅行

（４）　その他、会員の希望並びに会として必要と認める事業

会長は本会を代表し会議の議長となり会務を総括する。

会長事故ある場合は代行する。

(事務執行)

第８条

(会費)

第９条

そ の他の役員は会長が

副 会長は会長を補佐し、

会計は会計業務を総括し、監査役は年１回監査を実施する。

本会の会計は会費並びに寄附金及び賛助金とし、年会費は次のとおりとする。
（１）役員及び法人会員　１万円　　個人会員　１千円

（会計年度）　　　 、

第１０条　会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。

附則

本会則は、平成２７年７月１７日より施行し、発足時の会計年度は、施行日より翌年の
３月３１日までとする。また、発足時の役員任期は翌々年度の総会までとする。

本会則は、総会において改訂される。



第１号議案　　役員構成について

平成２８年度　首都圏甲州市県人会役員構成

会　長 � 山梨県人会連合会　会長代行　中村忠正

副会長 � 元㈱セディナ専務執行役員 吉原和夫

副会長 � （株）サンフェル社長　深潭朝房

副会長 � 甲州市商工会 会長 志村 功

副会長 � 甲州市観光協会　会長　保坂一久

理　事

(首都圏代表) � 山梨県人会連合会　副会長　飯島登美夫

(首都圏代表) � 山梨県人会連合会　副会長　萩原能成

(首都圏代表) � 山梨県人会連合会　理事　向山一夫

(首都圏女性代表) � 山梨県人会連合会女性の会　事務局　間中寿美恵

(首都圏青年代表) � 東京渋谷法律事務所代表　日向一仁　　　 ダ

(市民代表) � 甲州市区長会　会長　雨宮主計

（ ワイン関連代表）� 勝沼ワイン協会　会長　大村春夫

(市内女性代表) � 甲州市女性団体連絡協議会　会長､･中村道子

(市内青年代表) � 甲州青年会議所 。理事長口武井利晃

�山梨中央銀行塩山支店長　三富聖久

会　計 � 甲州市政策秘書課　課長補佐　武潭勝彦

監査役（市内） � ＼　　 甲州市商工会 ＼＼副会長　佐野　久

監査役（首都圏） � （株）ウラノス顧問　三枝糸子

ヶ　 事務局長　 ◇� ‥二　　 甲州市政策秘書課 ∧課長＼樋口¬薦

特別顧問 � 山梨県人会連合会　会長代行　中込勝子

＞　 顧　問　 ノ � ∧　　 ∧　 甲州市議会ｺ 議長 ＼矢野義典宍ノハ　 っコ

十顧　同 上1 �∧ ∧　ェ ニ/1万万j.㈱ふ岑ﾚさと研究< 代表取締役◇三神茂身　　　 宍

相談役 � 京浜甲州会幹事長　矢崎法基

相談役 � 山梨県人会連合会　相談役　野中信男

３
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第２号議案

平成27 ・ 28 年度　事業報告

開催日 �事業名 �内容
平成27 年
７月17 日（金）�首都圏甲州市県人会

設立総会 �
設立総会・懇親会を開催し甲州市からもバスに
て都内入りし、総勢８０名にて甲州市の県人会
を設立。

10 月３日（土）�第６２回かつぬまぶ
どうまつり �

首都圏の県人会の方々４６名が参加。
文化庁の「重要伝統的建造物群保存地区」に選
定されている、塩山の上条集落、重要文化財「甘
草屋敷」を見学後、おまつり会場入りし、存分
に甲州ブドウやワインを楽しむ。

10 月８日（木）�山梨県人会連合会主
催：第７回やまなし
カミングデー �

甲州市の県人会が設立されたことにより、日帰
りにて４６名の方々に甲州市の史跡、ワイナリー
などを楽しんでいただいた。

11 月１日（日）�甲州市市制施行１０
周年記念式典 �

中村会長をはじめとする役員の方々が出席し、
式典を祝う。

平成28 年
５月12 日（木）�役員、事務局打合せ �新年度に向け、中村会長他役員と市長にて打合

せ会。

首都圏会員に広報等発送

発送日 �送付内容
平成27 年
10 月１日（木）�「広報こうしゅう」８月号、９月号、10 月号　発送

12 月１日（火）�「広報こうしゅう」11 月号、12 月号
「10 周年記念誌（甲州市勢要覧）」
甲州市暮らし情報誌「甲州らいふ」（創刊号・２号） 発送

平成28 年
３月１日（火） �「広報こうしゅう」１月号、２月号、３月号

甲州市暮らし情報誌「甲州らいふ」（3 号） 発送

７月１日（金）�「広報こうしゅう」４月号、５月号、６月号、７月号　発送

爽やかな 初夏の竜門峡

４
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第３号議案

平成27 年度
収入

首都圏甲州市県人会収入支出決算書

(単位： 円)

項　目 ��予算額 �収入済額 � 備　考

１　会費 ��100,000�170,000

�①個人 �50,000 �150,000�役員10,000 円× ９人
個人1,000 円×60 人

�②法人 �50,000 �20,000 �法人10,000 円×２団体

２　寄付金及び賛助金 ��2,000�140,000

�①寄付金�1,000 �140,000�設立総会御祝儀10,000 円×14 件

�②賛助金�1,000 � ０

３　参加負担金 ��700,000�573,000

�①負担金�700,000�573,000�設立総会懇親会負担金7,000 円×49 人

かつぬまぶどうまつり参加負担金　　
5,000 円×46 人

４　その他の収入 ��1,000�10

�①その他　

の収入 �1,000 �10 �

利息

合計 ��803,000�883,010

支出

項　目 ��予算額 � 支出済額 � 備　考

１　事業費 ��770,700 �727,042

�①総会　
(懇親会含む) �700,000 �516,800 �

飲食費6,800 円×76 人

�②広報ＰＲ費 �37,500 � ０

�③その他の事業費�33,200 �210,242 �かつぬまぶどうまつり

大型バス代・飲食代等

２事務費 ��22,300 �38,450

�①通信費 �12,300 �38,450 �広報等郵送料（H 27,8 月
～H 28.3 月号）

�②その他事務費 �10,000 � ０
�　　　　　 Ｊ

・　　　　 ，ﾝ

３その他の支出 ��10,000 � ０

�①その他の支出 �10,000 � ０

合　計 ��803,000 �765,492

収入合計 �883,010

支出合計 �765,492

残金 �117,518

残金 １１７，５１８円は次年度へ繰り越します。

上記により、平成27 年度会計報告をいたします。

平成２８年 ３月３１日 首都圏甲州市県人

会長 ’ 中村　忠

５

・ …… － …………夕………
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監査報告書

平成27 年度首都圏甲州市県人会歳入・歳出決算に付き

証憑書類及び諸帳簿等を詳細に監査したところ、その収支

及び処理の正確であることを認めます。

平成斗年丿月ﾌハﾖ

監査役 （首都圏）

三布奇士⑩
平成ｉ ぶ年 よ 月町 日

監査役（甲州市）

乙お 彭ﾉ藁

勝 沼ぶどうの丘　地下ワインカ ーヴ

６
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第４号議案

平成28 ・ 29 年度事業計画（案）

１　総会開催日時

平成２８年９月１７日（土）午後５時より　アルカディア市ヶ谷

２ 各種イベントへの参加

県外在住の会員が甲州市内において開催予定のイベントに参加することにより、

甲州市のことを広く知る機会とする。

開催予定の主なイベントは次のとおり。

平成28 年10 月　１日

10 月15 日

10 月16 日

10 月23 日

11 月　１日

11 月　３日

11 月　６日

11 月27 日

平成29 年　２月11 日

（土）かつぬまぶどうまつり（勝沼中央公園）

（土）フォトロゲイニング甲州

（日）甲州フルーツマラソン大会（勝沼中央公園）

（日）およっちょい祭り（市役所駐車場他）

（火 ）市制施行１１周年記念式典（甲州市民文化会館）

（木）かつぬま新酒ワインまつり（ぶどうの丘）

（日）武田陣中ほうとう祭り

（日川渓谷レジャーセンター）

（日）健康ウオークＩＮ甲州 （勝沼中央公園）

（土）～ ４ 月18 日（火）

ひなかざりと桃の花まつり（甘草屋敷他）

４月12 日（水）信玄公忌（恵林寺）

４月23 日（日）甲州市ふるさと武田勝頼公まつり（大和中学校）

４月中旬　大菩薩山開き「介山祭」（雲峰寺）

５月　８日（月）藤切り祭（大善寺）

３　広報ＰＲ活動

県外在住の会員に、甲州市の情報を提供することを目的に、３ヶ月に１回甲州市

広報誌「広報こうしゅう」等を郵送する。

４　その他

首都圏等で開催される物産展等に首都圏甲州市県人会の会員が参加し、甲州市

のＰＲを行う。

佃

夕
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第５号議案

平成２８年度予算（案）

収入の部 ���(単位：円)
項目

�
………　　　

内 容　　　　　　　　
、 ．

��金額
１　会費 ���180,000

ｙ
�
①個人 �1,000円×６０人（首都圏側のみ）�60,000

�②役員・法人 �10,000円×12 �120,000

２　寄附金及び賛助金 ���11,000

�①寄附金 �総会時御祝儀 �10,000

�②賛助金 ��1,000

３　参加負担金 ���550,000

�①負担金 �総会時7,000 円×50 人

ぶどうまつり時5,000 円×40 人 �550,000

４　その他の収入 ���1,482
�①その他の収入 ��1,482

５　繰越金 ���117,518

合計 ���860.000

支出の部 ���(単位：円)
項目 � 内容 ��金額

１　事業費 ���791,518

�①総会

(懇親会含む) �

飲食会場費7,500 円×70 人　　

＝525,000 円　　．、 �525,000

�②広報ＰＲ事業�250円×３回×50 人(

首都圏の方々) �37,500

�③その他事業費�ぶどうまつり　5,000

円×40 人　他 �229,018

２　事務費 ���58,000

�①通信費 �広報発送

（400 円×４０人）×３回 �48,000

�②その他事務費 ��10,000

３　その他の支出 ���10,482

�①その他の支出 ��10,482
合 計 % %

｀べ ｀ ･

���860,000
※ワイン持込み、土産、アトラクション等につきましては、甲州市より負担させていただ

きます。

８



懇親会アトラクション
プロフィール紹介

甲 州 市 ＲＯＣｋ 紀 行

詞／曲：沢登秀信

て～お久しぷりじゃん来てくれとうけ
貴方の笑顔は桃の花
時間が歌がふわり流れてるね
ほうさようゆっくりしてっとくれ
甲州よ帰って来たぞ　甲州にやあ人の気持ち溢れてる

着の身着のまま乗り込んだのさ
逢いたくて朝の中央線
葡萄棚よ夏の日の雲よ　雨上がりの土の薫りがする

赤いワイン白いワイン　今夜は貴方とロゼワイン
甲州よ聴かせておくれ
甲州にやあ樽にねかせた詩がある
ワインカラーの夕焼け空に　ふれたくて今日も辿る丘

なにょうそんねに急いでいるで
せせらぎでちょっくり休んでいけし
坂の途中で振り返るのさ
ざぜんそうが俺を呼んでいる
甲州よ答えておくれ　甲州にやあ遠い昔の今がある

いにしえの言葉が微笑みかける
知りたくて俺の旅の道
甲州よ歌っておくれ
甲州にやあ樽にねかせた詩がある
赤い葡萄酒の夕焼け空に　逢いたくて朝の中央線

逢いたくて朝の中央線

在 学

受 賞 。
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シンガー・ソングライター

沢 登 秀 信

甲州市塩山玉宮出身のシンガー・ソングライター。甲

州市のコマーシャルソングとして「にっこり甲州市」、

イメージソングとして 「甲州市ＲＯＣｋ 紀行」を制作。

に っ こ り 甲 州 市

詞／曲：沢登秀信

笹子のトンネル抜けたなら はじめに降り立つ甲斐大和
自然が歴史が呼んでるよ おお　じっくりたっぷり甲州市

て～来てくれとうけ～
ご存知勝沼ぶどう郷 ぶどうの丘までひとっ飛び
今夜は貴方とロゼワイン んん　しっとりうっとり甲州市

夜景が綺麗じゃんね～
塩山駅からバスに乗り 目指すは霊峰大菩薩
お山を降りたら温泉だ ああ　ゆっくりまったり甲州市
さあさあ～おほうとうでも食えし～
貴方が私がふれ合えば 心に広がるふるさとは
緑と暮らしが詩う土地 イエ～　やっぱりにっこり甲州市

るんるん　るるるん　るるるるるん んん
やっばりにっこり甲州市・・・
やっぱりにっこり甲州市

またこうし～

サックス奏者

萩原　隆
高 校 の 吹 奏 楽 部 で サ ッ ク ス.を 始 め 、 大 学 進 学 後 に ビ ッ グ バ ン ド ジ ャ

ｉ゙` 川 ン゙ こ Ｋ 乙 ’` こ ” ここ.・ ヱ ； ’､＿Ｊ ４　Ｊ－jiiiｔ ｒｈ Ｊ　 左ｊ￥凹IL入V ノ'八″Ｘ 糸 川●ゝ ノ ノ/ ´ゝwrn' ﾀ ・゙　〃 一－－－ －－
ズ の 部 に 入 部

。 大 学 時
代 、 ジ ャ ズ を 中 心 に プ レ イ の 幅 を 広 げ 、
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。二

’‾プ こ：中 「山野ビッグ バンド コンテスト」 に於いて 優秀ソリ スト賞を受賞。

卒業 後、フ ァンクロックバンド 「ＴＨＥ ＪＡＮＧ
Ｏ」 のメンバーとして

フ ァンハウ スよ りメジャーデビュ ーし、 シング
ル、 アルバム合わせ

ｒ゙l nj お四1- ぷ１１ １１－７．
ＴＶＣＭ や番組タイアップ 曲、ＦＭ レ ギュｙｙｙ” ／’--’ｒｒ　　　－て１０枚以上をリリース。ＴＶＣＭ や番組タイアップ曲、ＦＭ レ千コ

ラー番組など、全国展開する。バンド活動休止後、地元である山梨
に戻り。山梨をベースに音楽活動を継続。現在は、演奏活動やサッJI

クス教室を主宰する傍ら、管楽器用アレンジ楽譜の
制作・監修を手

ｉ がけており、ＹＯＵＴＵｂｅで複数公開される出版譜のデモ演奏は、累
ｉ

計380 万回もの再生回数で話題となっている。

９



P ゛

首都圏甲州市県人会 設立総会・懇親会T

ＦＯＬＫ ＤＲＥＡＭＥＲＳ

フォークドリーマーズ

・向 山　 一 夫 （勝 沼 出 身 ） リ ー ド ボ ー カ ル ・ギ タ ー

・ 山 本　 い ち お　 ボ ー カ ル ・ギ タ ー ・ マ ン ド リ ン

・貞 末　 俊 一　　 ボ ー カ ル ・ ベ ー ス ・ ハ ー モ ニ カ

・尾 形　 摂 子　　 コ ー ラ ス ・ キ ー ボ ー ド

・ 田 中　 哲 也　　 ボ ーカ ル ・ド ラ ム ス

向山の日川高校の同級生である昭和大学口腔衛生学の向井教授から「学
生時代にやっていたフォークバンドを再結成し摂食・嘸下リハビリ学会

のパーティーで演奏してくれないか？」との相談を受けた。「これから

の老人医療・介護には音楽が果たす役割が非常に大きなものとなる」と

の相談に１５年前バンドを再結成し、様々なステージで演奏を披露して

います。

Fドr到 Ｔ ノ11111711 ノト1･･･４ ｔ¶７ ’Ｓ　 ’Ｉ・

「思 い 出 の 渚 」 を デ ュ エ ッ ト す る 中 村 会 長 と 田 辺 市 長
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